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 今日は、今までご説明してきた基本数値のまとめです。 
 まず、第一のポイントは、重要な安値・高値などから基本数値（９・１７・２６・３３・４２・６
５）に該当する所は、これまでの相場の流れに変化が起きやすいということです。もちろん、数日の

誤差は見ておかなければなりません。たとえば２６としましても実際は２４～２８、このくらいの範
囲で見ておく必要があります。 
 次に大切なことは、確かに基本数値に該当する所は変化が起きやすいと考えていいです。しかし、

単に基本数値に該当したから変化が起きるというものでもありません。 
 有力な基本数値に該当する上に、尚且つ計算値に届く所まで上げたら天井を打つことが多い。同様

に基本数値に該当する上に、計算値に届く所まで下がれば底が入ることが多い。 
 要は、基本数値に該当するだけではなく計算値に届くかどうかで変化するか否かが決まる!!このよ

うにご理解下さい。 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 


